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１. 2019 年度 生活環境学研究科・国際文化研究科 特別講義Ａ・Ｂ（オムニバス）  

1) 講義の全体概要 

① 本年度のテーマ：「ものづくりの世界の変化」について考え、意見を持つ。  

② 開講年次・授業時間： １・２年次選択（２単位）・水曜５限  

③ 授業目的・方針：  

 

大学院生は高い教養と専門能力を培うとともに、深く真理を探究して新たな知見を創造・発見し、その

成果を社会に発信するという研究の入り口にたっている。本講義では、研究を進めるにあたり必要とな

る社会をみる多様な視点について考えることを目的とする。本学は幅広い学問領域で学術研究を展開

しているという特徴があり、各専門分野で活躍する講師による講義を通して自身の研究や学問領域を

客観視し、考えを深めていく。今回のテーマは「ものづくりの世界の変化」とし、被服学、生活環境学、

国際文化の各領域の講師からの視点で講義頂くこととする。 

 

回 開講日 担当講師

1 4月24日
三島 万里
昼間 行雄
砂長谷由香

2 5月22日 粟飯原 君江

3 6月19日 松本 章

4 6月26日 荒井 知恵

5 7月10日 高橋 正樹

6 7月24日 横山 稔

7 7月31日
三島 万里
昼間 行雄
砂長谷由香

8 9月17日
米山 雄二
竹内 節

9 9月25日 金川 孝義 服装社会学研究室

10 10月9日 永富 彰子

11 10月30日 田島 成二 生産工学研究室

12 11月20日 河本 和郎 服装デザイン学研究室

13 12月18日 小篠 ゆま ㈱ヒロココシノ／特任教授

14 1月8日 小川 祐一

15 1月15日
三島 万里
昼間 行雄
砂長谷由香

アニメーションのモーションデザインについて

人の話を聞く、から始めてみる

メディア・映像研究室

インテリアデザイン研究室

インテリアデザイン研究室

国際文化観光A研究室
メディア・映像研究室
服装造形学研究室

コニカミノルタ

服装造形学研究室

国際文化観光A研究室
「ことづくり」を考える―観光学の視点から－

全体を通しての総合まとめ
プレゼンテーション

国際文化観光A研究室
メディア・映像研究室
服装造形学研究室

五感のデザイン＆美育

前期テーマの振り返りとディスカッション

デジタル技術

ファッションビジネスの視点から

IoTを活用した物づくりの現状と将来への取り
組み

つながる社会のつながるファッション- デザイ
ナーからデザインエンジニアへの転換-

ファッション業界におけるプロデュース業の在
り方

衣服製作における文化式原型と人体の関係

内容・演題 講師所属

オリエンテーション
オムニバス講義の意義と考え方

コンピュータ・グラフィックスの変遷とアニメー
ションのデジタル化

社会の変化からデザインを考える

国際文化観光A研究室
メディア・映像研究室
服装造形学研究室

特任教授
グラフィック・プロダクト研究室

㈱白組　テクニカルディレクター



2) 2019 年度 各講義の概要  

授業目的・方針  

大学院生は高い教養と専門能力を培うとともに、深く真理を探究して新たな知見を創造・発見し、その

成果を社会に発信するという研究の入り口にたっている。本講義では、研究を進めるにあたり必要とな

る社会をみる多様な視点について考えることを目的とする。本学は幅広い学問領域で学術研究を展開

しているという特徴があり、各専門分野で活躍する講師による講義を通して自身の研究や学問領域を

客観視し、考えを深めていく。今回のテーマは「ものづくりの世界の変化」とし、被服学、生活環境学、

国際文化の各領域の講師からの視点で講義頂くこととする。 

 

第1 回 オリエンテーション  

■日 時：2019 年4 月24 日（水） 16:20～17:50  

■担当講師：三島万里、昼間行雄、砂長谷由香  

■講義の概要  

本年度、オムニバス授業のテーマとなる「ものづくりの世界の変化」について、自分の意見を形成するこ

とを目指す場であるという目標を提示した。初めての試みとして、オムニバス講義は「講義の第一部」と

「講義受講からの自身の研究の探求の第二部」で構成される旨を説明し、講義を聴くだけではなく、そ

の講義から自分が何を受け取ったかを把握し、その上で、自分の意見を持ち、自身の研究に繋げるこ

との意義を伝えた。そうした具体的作業を通じて、自分の意見ひいては研究の活性化にいたる思考の

射程を創ることを目標とした。また、自分の研究テーマを報告してもらい、研究内容の共有のための意

見交換を行った。 

 

第2 回 

■日 時：2019 年5 月22 日（水） 16:20～17:50  

■担当講師：粟飯原君江 ㈱白組 テクニカルディレクター 

 １９70 年代より、主に CM を中心とした特殊合成やアニメーション制

作を行なう㈱白組に在籍し、日本の映像特殊効果の歴史に残る数々

の CM や特撮シーンを作り出す。大林宣彦監督作品をはじめとする、

商業映画での特殊効果も多数。現在では自社制作の３DCG 作品の

技術について研究をしている。日本アニメーション学会会員。 

■講義の概要 

「コンピュータ・グラフィックスの変遷とアニメーションのデジタル化」  

 特別外部講師として、CM、映画などの特殊合成やエフェクトを１９７０年代から

手掛けている粟飯原氏を招聘した。映画や CM などがフィルムで制作されていた時代に用いられてき

た光学合成、それとコンピュータ制御によるカメラが加わってのモーションコントロールなど、映像技術

の発達と表現の変化が資料映像を元に解説された。その後にコンピュータ・グラフィックス（CG）の初期

から現在までの歴史、所属する映像制作会社㈱白組のデモリールを元にして、製作時のワークフロ

ー、最新の３DCG が映像の表現にもたらした変化などが紹介された。 
 

 

 

 

 

第2回 講義風景 



第3 回 

■日 時：2019 年6 月19 日（水） 16:20～17:50  

■担当講師：松本 章 特任教授 

武蔵野美術大学造形学部視覚伝達デザイン学科卒業。GKインダス

トリアルデザイン研究所勤務を経て独立。2000年4月から2016年

3月まで本学勤務。2017年 4月より現職。印刷物などのグラフィ

ックデザイン、企業のビジュアルシステムデザイン、商品パッケ

ージデザイン、コンピュータ画像設計などビジュアルコミュニケ

ーションデザインに広く関わる。 

■講義の概要 

「社会の変化からデザインを考える」 

 松本先生はデザイン会社で、多くのプロダクトデザイン、グラフィック

デザインを手がけられた。実際の生活の中で使われる様々なグッズ

は、時代の変化に応じて登場し、それによって生活のスタイルが変化

していくような事が繰り返されてきた。先生の自分史から社会の変化を読み解き、デザインの今と、これ

からについての考察が述べられた。高度経済成長期には個よりも集団が重視されていたが２１世紀に

向かう成熟社会では個人を重んじる生活スタイルとなり、１９９５年のPCの各家庭への浸透によって、個

人個人の興味関心が分化してきた事、今後の AI の発達で無くなる職業が増えると予想されるが、本当

にクリエイティブな職業は無くならないのか？についての考察をポスターのグラフィックデザインのワー

クフローの変化を例に解説され、誰もがクリエイーターになれる時代に今後のデザインがどう変化して

いくのかが語られた。 

 

第4 回 

■日 時：2019 年6 月29 日（水） 16:20～17:50  

■担当講師：荒井知恵 メディア・映像研究室 

北アリゾナ大学美術科卒業。帰国後、ディズニーアニメーションス

タジオジャパンで商業作品のアニメーターとして勤務。2002年より

フリーランスとなり、手描きアニメーター、イラストレーター、フ

リップブック展覧会、短編アニメーション作品の監督を続ける。 

 

■講義の概要 

「アニメーションのモーションデザインについて」 

 現在では、日本のアニメーションは、宮崎駿作品や新海誠作品など、世

界で愛されている作品が多く生み出されている。ではその魅力はどこに

あるのか？ ストーリーかキャラクターか、世界観か？ しかし、その一番はアニメーションならではの

「動き」にあり、ではそれはどのようにして生み出されていくのか。動きを作るアニメーターの仕事につ

いて、自身もアニメーターである荒井先生が、アニメーションで重要な動きの作画についてその基本と、

制作のワークフローについて映像資料を使って解説。また、デジタルの時代になり、スマホやタブレット

端末にコマ撮りソフトをインストールすれば個人でも気軽にアニメーションが制作できる時代となったの

で、実際に簡単な３コマの動きをこの場で制作してみるといったミニ演習課題も行い、学生たちが初め

て自分の絵を動かしてみることにも挑戦した。 

 

第4回 講義風景 

第3回 講義風景 



第5 回 

■日 時：2019 年7 月10 日（水） 16:20～17:50  

■担当講師：高橋正樹 インテリアデザイン研究室 

千葉大学大学院自然科学研究科環境科学専攻（博士課程）。

千葉大学大学院助手ののち 2004年に本学に入職。2013年に

本学教授。2015 年、ミュンヘン工科大学(ドイツ)客員研究

員。本学 文化・住環境学研究所所長。 

■講義の概要 

「人の話を聞く、から始めてみる」 

 人に対してインタビューし、ニーズを引き出すためのツール

「評価グリッド法」について、まず２つの商品を比較し、その１つ

を選んだ理由についてのインタビューの方法を解説。上位（心

理的な言わば抽象的な概念）と下位（具体的な物理的な概念）

をインタビューで引き出し、上位、下位それぞれ引き出された回答の役割が異なる事などが解説された。

次にそれを使って、学生たちが４グループに分かれて、課題として、オフィスの空間デザインの写真を

用いての実験を行なった。インタビューで回答を引き出すワードと手順、回答から次の質問へのつなが

りなどを考えながらできるだけ上位の回答（顧客の本音が出る）を導き出すことを行ない、結果の発表を

行なった。 

 

第6 回 

■日 時：2019 年7 月24 日（水） 16:20～17:50  

■担当講師：横山 稔 インテリアデザイン研究室 

ニューヨーク プラット大学大学院インテリアデザイン学科修

了。Orange Coast College名誉客員教授。iF product design 

award 2014 marriage ring awaseru (Germany)Lifestyle 

design 部門で受賞。グッドデザイン賞 2013 デザインの教科

書 / 五感のデザインワークブック (空間教育システムとし

て)。国立民族学博物館 点天展 家具作品の展示 家具作品２

点が永久保存に認定／収蔵。Ｊ－ＷＡＶＥ六本木ヒルズ本社 

明豊ファシリティワークスとのコラボレーションによるインテ

リアデザイン計画等の多数のインテリアデザインを手がける。 

■講義の概要 

「五感のデザイン＆美育」 

 導入では、日本文化と五感とのマッチングについて、資料映像を例にして解説され、空間教育システ

ムとして執筆された「デザインの教科書 /五感のデザインワークブック」を元に、身体を使って

空間を作る、体で感じて空間を把握する、音で空間を描く、口で相手に空間のイメージを伝える

など、建築インテリアに関わる五感の練習をすることとは何かが投げかけられた。その練習とし

て目を閉じて1分間深呼吸する、1分間目を閉じて手の輪郭を指で感じる、A４用紙に一番古い空

間的な感覚的な記憶を記載するといったワークショップを行った。この記憶の感覚を元にして書

いた「感覚のポートフォリオ」を元に卒業研究に発展した学生の作品例が紹介され、その後、音

楽に合わせて手を動かすレッスンと、音楽からのインスピレーションでの建築例、この教育によ

る卒業生のインテリアデザイナーの作品が紹介された。 

第5回 講義風景 

第6回 講義風景 



第7 回 

■日 時：2019 年7 月31 日（水） 16:20～17:50  

■担当講師：三島万里、昼間行雄、砂長谷由香  

■講義の概要  

前期テーマの振り返りとディスカッション。 

第 2 回から第6 回に登壇した講師のテーマを元に

その中から１つを選択して、自らの研究領域と結び

付ける。そして、思考したことを可視化してレポート

としてまとめるとともに、パワーポイントを作成して

発表を行なった。 

 

 

 

 

 

第8 回 

■日 時：2019年9月17日13：00～17：00 

■担当講師：米山雄二、竹内節 

■講義の概要 

  行先：コニカミノルタ東京サイト日野                     

 住所：東京都日野市 東京都日野市さくら町1-1 

 目的：「コニカミノルタ「ナッセンジャーSP－１」技術解説と見学会 

 アパレル産業は、E-コマース（EC市場）の伸長によりオンデマンドアパレルなどの新しいビジ

ネスへと変革しつつある。その変化の中核となっているのが インクジェットを用いて布に直接プ

リントして柄を作成する“デジタルテキスタイル”の技術である。コニカミノルタの「ナッセン

ジャーSP-1」は、世界最速のインクジェット捺染プリンターであり、世界に数台しかない貴重な

ものである。 

 このたびコニカミノルタ（株）のご好意により、インクジェット捺染の技術解説と見学会が実

現した。実物を見て、デジタルテキスタイルが開く新しいファッションビジネスの世界と、未来

の可能性について考えるよいチャンスである。 

 暑い日ではあったが定時には出席予定者全員がコニカミノルタ東京サイト日野の所定場所に集

まった。見学会の内容は以下の通りである。 

13:00～ 講義 インクジェット捺染の技術について 

14:00～ 見学 超高速インクジェットプリンター「SP-1」 

15:00～ ワークショップ「未来のファッション産業」 

17:00  終了・解散 

第7回 学生の発表 



ワークショップではコニカミノルタ様のご厚意で「KJ法」を用いたグループディスカッションを

行い、学生たちは熱心に議論、その結果を発表していった。最後に集合写真を撮っていただき、

それを「ナッセンジャーSPSP-1」でプリントアウトしたものをお土産にいただき、学生たちの満

足度は一層高まった。 

第8回 講義風景 

 

第9 回 ファッションビジネスの視点から  

■日 時：2019 年9 月25 日（水） 16:20～17:50  

■担当講師：金川孝義先生  

■講師プロフィール 本学ファッション社会学科主任教授 服装社会学研究室に所属 
（職務経験）・㈱レナウン マーチャンダイザー、企画部長、ブランド事業部長 

                     パリ駐在員事務所所長、アクアスキュータム社（英国ロンドン）

にてライセンス担当 
・伊藤忠ファッションシステム㈱ コンサルタント 
・㈱ムトウ（現㈱スクロール）商品部長 

 

■講義の概要  

ファッション業界におけるものづくりの環境の変化やこれからの業界についてファッションビジ

ネスの視点からご講義頂いた。 

はじめ、国内アパレルマーケットのピーク時1991年と近年2018年について、アパレル市場規

模や衣料品購入単価を比較し、国内アパレル企業衰退の原因や少子高齢化、商品単価の低下の視

点から解説頂いた。さらに、世界ではどのようなブランドが成長しているかについて、サブスク

リプション型ECのレコメンデーションやエアクローゼット、DtoCモデル、EC化の推進とAI

の活用などの視点からファッション業界の現状をご説明頂き、デジタル・ファッションについて

も事例を挙げて紹介頂いた。 

ファッション業界のものづくりの現状について知見を得ることができ、大変有意義な時間を過

ごすことができた。 

 

 

 



第10回 衣服製作における文化式原型と人体の関係  

■日 時：2019年10月9日（水） 16:20～17:50  

■担当講師：永富彰子先生  

■講師プロフィール 服装学部長 服装造形学研究室に所属 

■講義の概要 

 衣服製作における文化式原型と人体の関係についてご講義頂いた。 

 服づくりにおけるパターンメーキングは、人体との関係（人体計測値）が必要不可欠であり、

人体計測のための計測項目と計測部位や計測方法（テ―プメジャー計測・三次元計測他）につい

て解説頂いた。また、本学園が定めるファッション教育用原型である文化式原型は、多くの人体

計測値データの回帰式から成り立っており、人体形状・原型フォルムと原型作図(パターン)は、

立体と平面展開図の関係にあることなど、構造と特徴・種類について、文化式原型作成メンバー

の立場から解説頂いた。また、原型作図とは、建築の分野であれば製図設計にあたるとし、専門

分野外の学生へも紐解いて紹介した。 

 文化学園や他大学等の学校教育課程においても活用されている、文化式原型や人体計測方法の

現状について知見を得ることができ、大変有意義な時間を過ごすことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第11回 IoTを活用した物づくりの現状と将来への取り組み 

■日 時：2019年10月30日（水） 16:20～17:50  

■担当講師：田島成二先生 

■講師プロフィール 生産工学研究室に所属 

         （職務経験）・イトキン株式会社 パタンナー 

                             ・株式会社水原アドバンス（プレタ工場）生産企画部門チーフ                                 

                             ・株式会社三陽商会 チーフパタンナー、ニット 

                パターンナーチーフ兼アトリエ管理職などの技術職 

               ・本学服装学部教員 

 

■講義の概要 

 アパレル産業の生産構造の変遷について、従来型アパレル生産、SPA、OEM、ODM、百貨店プライ

ベートブランド、ファクトリーブランド、EC ブランドの視点でご講義頂いた。また、アパレル業界における

第10回 講義風景 第９回 講義風景 



E コマーズの拡大について、ZOZOSUIT（スタートトウデイ）のシステムやユニクロのサステナビリティ―

への具体的な取り組み内容もご紹介頂いた。 

最後に、生産工学実習室の特殊ミシンや最新のニットCAD等のデモンストレーションも行われ、専門

外の学生たちにも大変刺激となる機器解説であった。 

 

 

第12回 つながる社会のつながるファッション―デザイナーからデザインエンジニアへの転換― 

■日 時：2019年11月20日（水） 16:20～17:50  

■担当講師：河本和郎先生 

■講師プロフィール 服装デザイン学研究室に所属 

         （職務経験）・イラストレーター（専門誌、雑誌、ＣＭ、ユニフォーム関連等） 

              ・デザイナー（アパレル：レディース、メンズ） 

              ・商品開発（ファッショイン、インテリア、寝具寝装品） 

              ・システム開発（業務管理、連携システム、WEBシステム等） 

              ・企業コンサルタント（アパレルメーカー、縫製工場） 

 

■講義の概要 

 つながる社会として、AI・ビッグデータ、５G、IoT、GPS、Wi-Fi、シェア経済の視点から捉えたこれから

のファッション業界を解説頂いた。 

 「つくる・うる」から「つながる」へは、衣料品の市場規模推移を衣料品の廃棄問題と共に、昭和から現

在まで解説頂いた。 

 アパレルの現状として、ライザップ＋アパレル、ワークマン、ZOZO、Amazon（エコールック・アレクサ）、

３D 技術とバーチャルコンサート、V チューブの紹介 

 働くスタイルの変化から、個人がスキルを持っていればどこでも仕事はできることなど事例を挙げて概

説頂いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第13 回 ファッション業界におけるプロデュース業の在り方 

■日 時：2019 年12 月18 日（水） 16:20～17:50  

■担当講師：小篠ゆま先生 

第12回 講義風景 第11回 講義風景 



■講師プロフィール 株式会社 ヒロココシノ 副社長 

             （職務経験）・株式会社ミチコジャパンロンドンスタジオ入社アシスタントデザイナー 

・VISION NETWORK 入社アシスタントデザイナー 

                           ・株式会社ユマコシノアソシエイツ設立 代表取締役 

             

■講義の概要 

 ファッション業界におけるプロデュース業の在り方についてご講義頂いた。 

  まずは、デザイナーの仕事やコレクションにおけるデザイン発想の源を、先生の日々の体験から解

説頂いた。そして、洗練されたデザインとは何か、企業ユニフォームの特殊性について、プレス業務の

重要性、を解説頂いた。また、デザイナーとアーティストの共通点と相違点など、ファッションに携わる

学生以外に向けても通じる内容であった。  

 最後に、最新のコレクション作品（2019SS）を特別観覧させて頂き、デザインポイントと服の構造、立体

と平面の関係など紹介頂いた。特に、実践を通す活動、体験することの大切さ、NET ではなく実際に手

に取り五感を使うこと、世間で言われている良いものを見ることについてのお話は、クリエイションを学

ぶ学生たちにとって大変刺激となり有意義な時間であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第14 回  

■日時：2020 年1月8日 16:20～17:50 
■担当講師：小川 祐一 

■講師プロフィール 

 本学現代文化学部国際文化・観光学科准教授。1985 年
に同志社大学法学部政治学科を卒業、同年日本航空株式

会社に入社。2010 年に同社を早期退職。2013 年立教大

学大学 

院ビジネスデザイン研究科博士課程前期修了。2013 年
から文化学園大学にて教育研究活動を行っている。 

専門は、ホスピタリティ産業を中心に従業員満足度と顧

客満足度の関係やホスピタリティを重視したマネジメ

第13回 講義風景 

第14回 講義風景 



ントのあり方など、いわゆる「ホスピタリティ経営」に関する研 

究であるが、前職を活かした航空業、旅行業の研究も行っている。近著に「エアライン・ビジネ

ス入門(共著)」(晃洋書房 2017)がある。 

■講義の概要 

 「観光」の概念の説明を行ってから、世の中の「モノ消費」から「コト消費」へのパラダイムシ

フトに合わせて「観光」がどのように変わってきているかを紹介した。 

具体的には2018年の観光庁の訪日外国人を対象として調査をもとに、訪日外国人が日本で何をし

ているか？どのように変わってきているか？受入側である日本が産業としてどのようなコンテン

ツを用意できているか？を紹介することで観光における「ことづくり」を学生一人一人に考えて

もらった。 

取り扱った具体的事例については、以下の４例である。いずれも履修学生の旅行に対する期待を

引き出す事例であった。 

①JNTO（通称：日本政府観光局）の業績例 

  急増した中国人を対象とするゴールデンルート（東京－富士山－京都・大阪）以外への誘致策

（例：昇龍道：図表参照）など 

②地方自治体による観光行政の実例（和歌山県）：世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の活性

化（例：ほんまもん体験）など 

③車泊（くるまはく）～[総務省委託事業]九州周遊観光サービスモデル事業～ 

普通車やキャンピングカーを使って車中泊をしながら、自宅の家電製品を使える新しいアウトド

アのカタチ 

④そして今後の世の中の方向性として以下の民間企業による９事例を挙げた。 

・宿泊施設や体験などの仲介プラットフォーム「Airbnb」、 

・楽天LIFULL STAY 株式会社の民泊プラットフォーム・民泊運営代行サービス「Vacation 
STAY」、 

・（株）スペースマーケットのレンタルスペース仲介プラットフォーム「SPACEMARKET」 

・（株）エアークローゼットのファッションレンタルサービス「Aircloset」、 

・（株）ディー・エヌ・エー（DeNA）の個人間カーシェアリングサービス「Anyca」 

・（株）DogHuggyの愛犬の宿泊先を探せるペット版民泊サービス「DogHuggy」 

・ecbo（株）の荷物預かりシェアリングサービス「ecbo cloak」 

・（株）カ゛イアックスの暮らし体験マッチングプラットフォーム「TABICA」、 

・CREARC（株）の撮影機材シェアリングサービス「Totte」。 
 

第15 回 

全体を通しての総合まとめとプレゼンテーション 

■日 時：2020年2月15 日（水） 16:20～17:50 
■担当講師：三島万里、昼間行雄、砂長谷由香 

■講義の概要 

 学生たちは、前期のまとめの時と同様に少人数のグループに分かれて、後期のテーマをまず個

人で思い出しながらノートを取り、自身の研究分野と結びつけながら、それらをまとめた。その

上で、各人がそれらのノートを元に、自分の関心と各講師の「ものづくりの世界の変化」の関係

性の議論を結び付け、5分程度の報告を、各グループで行った。そして、それぞれの発表を集約し

つつ、それらの報告の中で共通する問題を各グループで抜き出し、それらをグループごとにディ



スカッションした。最終的には、それらのディスカッションの内容をグループごとにまとめ、各

グループの代表が、全体に向けて報告した。 

 後期は、これに加えて、「ものづくりの世界の変化」における変化の身近な実例を出し合い、

その変化のメリットとデメリット、そしてそれらは今後どのような方向に進んでいくのか、とい

う問題について、各自が自身の研究の中で深められるような考察を行って終了した。このように

して、自分の意見に対する他者の評価や意見を相互で確認しあうことで、学生たちは多くの知見

を把握することができた。 

 

 

3) 今年度の試みとして 

 今年度の試みとして、第１回～第6 回の前期講義終了後の第7 回に、「前期テーマの振り返りとディス

カッション」として、前期の講義から自身の研究に参考になった内容について、興味と関心を持った具

体的な点についてパワーポイントにまとめ解説することで、自分の意見と根拠を開示し履修者で共有し

た。また、ディスカッションを通して各々の研究分野に踏み込んだ意見交換を行った。 

 第 8 回～第 14 回の後期講義終了後の第 15 回には、「後期テーマの振り返りとディスカッション」とし

て、前期同様に自身の研究に参考になった講義を取り上げ、興味と関心を持った具体的な点について

自分の意見と根拠を開示し履修者で共有した。前期に引き続き 2 度目ということもあり、ディスカッション

ではかなり踏み込んだ意見交換がなされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



２.2019年度大学院セミナー 

 

1)宿泊先 

    文化北竜館 

〒389-2322 長野県飯山市大字瑞穂 7332-2  

  

2)日程およびスケジュール  

6月27日（木） 

 10:30東京駅集合  

11:24 東京駅出発（北陸新幹線はくたか 561号） 

13:05 飯山駅到着 

14:00文化北竜館到着  

14:30セミナー開講  

15:00特別講話「大学院での研究生活における自分で出来る心のケア」 

       （野口京子名誉教授） 

16:00グループ別ミーティング  

18:00夕食   

19:00教員ミーティング  

  

6月28日（金）  

7:30朝食  

9:00修了年次生中間発表  

12:00昼食  

13:00修了年次生中間発表  

18:00夕食  

  

6月29日（土）  

7:30朝食  

9:00グループ別ミーティング  

12:00昼食、閉講式  

13:00北竜館バス出発  

14:11 飯山駅出発（北陸新幹線はくたか 564号） 

15:52東京駅到着、解散 

  



3)参加教員 

◆ 教員（20名）  

米山雄二 教授   申 恩泳 教授    永井伸夫 教授    高木陽子 教授 

高村是州 教授   砂長谷由香 教授  佐藤真理子 教授  須山憲之 教授 

田中里尚 准教授  柚本 玲 准教授   中沢志保 教授    渡邉秀俊 教授 

押山元子 教授   昼間行雄 教授   浅沼由紀 教授    横山 稔 教授 

高橋正樹 教授   久木章江 教授   安永明智 准教授  小川祐一 准教授 

 

◆ 特別講師（1名）  

野口京子 名誉教授 

 

◆事務局（2名）  

大橋芙美 教務部教務課  萩原なつみ 教務部教務課 

 

  



4)中間発表プログラム 

 

 



 

  



  



  



5)セミナー風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は新幹線で移動 

飯山駅からバスで文化北竜館に到着 

 

 

セミナー開講 米山先生からセミナー参加学生へ訓示  

 

 

 



特別講話「大学院での研究生活における自分で出来る心のケア」（野口京子名誉教授） 

 

 

 

 

初日にはグループ別ミーティングが行われた 

 



２日目は午前、午後と修了年次生の中間発表 

熱心な聴講 多くの質疑が行われた 



    文化北竜館からの眺望            野沢温泉付近でフィールドワーク 

 

 

 

北竜湖を背景に記念撮影 

 

 



３．2019 年度 文化学園大学大学院 生活環境学研究科・国際文化研究科 修士論文 

  １） 修士論文発表プログラム 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 
修士論文発表会 発表風景 



２） 修士論文発表会講演予稿集の部分は非公開です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．2019 年度 文化学園大学大学院 生活環境学研究科 博士論文 

 

１） 公聴会 

 

 

２） 公聴会風景 

 

 

 

 

 

 



２） 論文内容の要旨は、別途リポジトリに公開されていますのでそちらをご覧ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．文化祭展示 

 

１）展示期間及び会場  

展示期間 2019年 11 月 3日（日）～11 月5日（火）  

展示会場  A 館 18 階 A181 教室  

 

２）学科展示・ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  ↑会場入口 

 

 



会場全景→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスター展

示↓ 



 

 

プレゼンの上映→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員展示↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．2019 年度 文化学園大学大学院 生活環境学研究科・国際文化研究科 研究科委員会  

 

生活環境学研究科長 米山雄二 教授  国際文化研究科長 中沢志保 教授 

濱田勝宏 学長・教授  
渡邉 秀俊 教授 石田 名都子 教授 

申 恩泳 教授 星野 茂樹 教授 三島万里 教授 

永井 伸夫 教授  浅沼 由紀 教授 杉田秀二郎 教授 

高木 陽子 教授 横山 稔 教授 高橋 正樹 教授  押山 元子 教授  
高村 是州 教授 久木 章江 教授 砂長谷由香 教授 

佐藤真理子 教授 須山 憲之 教授 昼間 行雄 教授 

田中 里尚 准教授 柚本 玲 准教授  

佐藤 浩信 准教授  安永 明智 准教授   小川 祐一 准教授 

 

 

事務局 

清木 孝悦 事務局長 

円谷 葉子 教務部長 

高野 博子 教務課長 

山田 亜希子 教務課長補佐 

大橋 芙美 教務課主事 

 

(敬称略 順不同) 

2020年 ９月 
編集担当  三島 万里 

    昼間 行雄 

   砂長谷由香 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


